
　
去
る
二
月
に
豆
酘
で
二
つ
の
無

形
民
俗
文
化
財
の
行
事
が
あ
り
ま

し
た
。
旧
暦
一
月
三
日
に
当
た
る

二
月
十
六
日
に
雷
神
社
で
行
わ
れ

た
の
が
サ
ン
ゾ
ー
ロ
ー
祭
で
す
。

　
こ
の
祭
礼
は
市
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
一
五

〇
〇
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
も

言
わ
れ
、
中
で
行
わ
れ
る
天
下
国

家
の
吉
凶
を
占
う
神
事
で
あ
る

「
亀
卜
習
俗
」は
、
国
選
択
無
形
民

俗
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
は
、第
六
十
九
代
卜
者（
占

い
師
）
の
岩
佐
教
治
さ
ん
が
病
気

療
養
中
の
た
め
、
岩
佐
さ
ん
の
甥

に
あ
た
る
土
脇
隆
博
さ
ん
が
卜
者

を
務
め
ま
し
た
。
祠
の
前
で
宮
司

が
祝
詞
を
唱
え
た
後
、
土
脇
さ
ん

が
火
鉢
の
炭
火
で
木
を
焼
き
、
亀

の
甲
羅
に
火
を
当
て
て
か
ら
筆
を

取
り
、
稲
作
「
吉
」、
漁
業
「
良
」、

震
災
「
軽
震
」
と
半
紙
に
し
た
た

め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
皆
さ
ん
で
輪
に
な
っ

て
座
り
、
「
お
ー
、
然
候
」
（
そ

の
と
お
り
）
な
ど
と
唱
和
し
、
ク

ロ
ウ
オ
（
メ
ジ
ナ
）
を
火
箸
で
押

さ
え
て
包
丁
で
さ
ば
き
、
お
神
酒

が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
く
二
月
二
十
三
日
（
旧
暦
一

月
十
日
）
に
は
赤
米
の
頭
受
け
神

事
が
主
藤
公
敏
さ
ん
宅
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
稲
の
原
生
種
で
あ
る
赤

米
の
穀
霊
を
神
と
し
て
祭
る
赤
米

行
事
で
行
わ
れ
る
神
事
の
一
つ
で
、

千
三
百
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
、
行
事
は
国
選
択
、
神
事

は
市
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
頭
仲
間
」と
呼
ば
れ
る
人
た
ち

が
一
年
交
代
の
輪
番
制
で
赤
米
の

田
植
え
や
稲
刈
り
、
も
ち
つ
き
な

ど
年
十
回
の
神
事
を
こ
な
し
、
中

で
も
秋
に
収
穫
し
た
赤
米
の
種
も

み
を
詰
め
た
神
俵
を
、
次
の
当
番

に
引
き
継
ぐ
「
頭
受
け
」
が
最
も

重
要
な
行
事
で
す
。

　
し
か
し
、
年
十
回
の
神
事
に
か

か
る
金
銭
的
・
肉
体
的
負
担
が
重

く
脱
退
者
が
相
次
ぎ
、
平
成
十
九

年
か
ら
主
藤
さ
ん
だ
け
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
夜
、
お
停
坊
と
呼
ば

れ
る
人
を
は
じ
め
親
戚
四
人
が
、

神
俵
を
吊
る
し
た
座
敷
で
宴
を
開

き
、
赤
米
で
造
っ
た
甘
酒
を
飲
み
、

ご
ち
そ
う
を
食
べ
ま
し
た
。
頭
仲

間
が
い
な
い
た
め
、
神
俵
を
下
し

て
引
き
渡
す
行
事
は
省
略
さ
れ
ま

し
た
。

　
主
藤
さ
ん
は
、
「
頭
仲
間
が
い

な
く
な
り
一
人
で
大
変
だ
が
、
千

数
百
年
前
か
ら
続
い
て
き
た
神
事

だ
か
ら
続
け
な
け
れ
ば
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
豆
酘
で
は
今
で
も

貴
重
な
民
俗
行
事
が
大
切
に
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
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今月のおすすめ新着本�

"韓国軍が投入した新たな空挺部隊を、海自
のイージス艦“こんごう”以下、四個護衛隊
群が迎撃。一方、上対馬の陸自部隊は空挺特
殊部隊小隊長・土門の発案で、ある「賭け」に
出るというが、さてその作戦とは・・・？

『対馬奪還戦争　2・3巻』�
大石　英司／著�

１．おはなし会　5月15日（土） 午後2時から午後3時まで 4階視聴覚室�
　  内容：よみきかせ、エプロンシアター、紙芝居、マジックショーなど�

２．読まなくなった本が家庭で眠っていませんか？ �
　  一般書・児童書・趣味の本など、図書館では、寄贈本を受け付けています。�
　 詳しいことは図書館までお尋ねください。�

３．図書館では、ボランティアを募集しています。�
    （カウンター内の作業、本の修理、おはなし会の�
     スタッフなど）�
　 興味のある方は、図書館までご連絡下さい。 �
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「どうしたら自信のある生き方ができる？」
何度もどん底を味わい、今も難病と闘う著
者が、様々な悩みに答えながら人生サバイ
バル法を伝授する。

『どん底力』�
さかもと　未明／著�

成長過程での心のストレスを乗り越えられ
ずもがき苦しむ子どもに対して、親はどう
対応すればよいのか？本格的な手助けが必
要という状態まで、子どもの心にトラブル
が生じたときの対応策を紹介する。

『子どもの心の病気がわかる本』�
　市川　宏伸／著�

夜中の３時33分に、からくり時計に願い事
をすると、３分の１の確率で願いがかなう。
明には、漫画家になる夢があった…。「３分
の１の魔法」「赤いペンケース」「きもだめし」
ほか全10編を収録。

『放課後の怪談　3分の1の魔法』�
日本児童文学者協会／著�

日常のループから抜け出したくて、行き先
も知らない寝台特急に飛び乗ってしまった奏。
不良風の家出少年に出会い、なぜか一緒に
広島へ行くことになってしまい…。切なく
もさわやかなロードムービー風の物語。

『いつまでもここでキミを待つ』�
ひろの　みずえ／著�

はじめておばけがっこうにいく日、ぐうぜ
ん一緒になったばけぐー、ばけちょき、ばけ
ぱーは、すぐに仲良くなったんだ。ある日、
３人はにんげんの女の子にであって…。

『おばけがっこうぞぞぞぐみ』全3巻�
戸田　和代／著�
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